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盲目２
笠間秋伸


───────────────────────



　生まれつき僕は目が見えない。
　だからみんなが見ている景色、僕の言葉で言うのなら外の世界というものがどんな風景なのかは判らない。
　――あ、でも勘違いしないで欲しいことがある。それは僕が暗闇の中にいるわけではないということだ。
　みんなも目を閉じれば世界が見えなくなるけど、風景が消えるわけではないでしょ？覚えているのだから思い出すことが出来る。
　もちろん、夢を見てもいい。
　判ってもらえるかな？目が見えないから、全てが見えないということではないことを。
　まあ、僕の場合は同じものを見ること、景色を共有することは出来ないけど。
　とにかく、僕にも見えるものがあるということは判っていて欲しい。どんなものか説明しても判らないだろうけどね。
　特別、困っているわけではないんだけど、少しだけ寂しくなることがあるかな？僕が見ている世界を話してもよく首を傾げられるんだ。どうにも理解が難しいらしい。
　実は今も見えているんだけどね。でも、これは誰とも共感を得ることが出来ずに見送らなくちゃいけないんだ。だから目に付くものほど、気になるものほど消化不良を起こすね。こんなことがあったんだよって言いたいのに……。
　……言っちゃおうかな？
　どうだろ？ついて来れるかな？
　それでも僅かに期待を込めて。
　――ようこそ、僕の世界へ。
　いつもの主役である花たちは、今日は隙間から顔を覗かせて、少しばかりの赤みを帯びていた。色とりどりの草は花よりも煌いて足元を敷き詰める。風に撫でられては、きゃっきゃっとはしゃいでゆらりゆらりと楽しそう。
　日差しは全てのスポットライトを担い、輝きを与えていた。明るさは夏と春を行き来して眩しさと柔らかさを振り分ける。
　さあ、まずは眩しさへ向かおうか？
　その女性は両手を広げて、衣服を靡かせて、光を浴びる。今にも駆け出しそうなその笑顔は清々しく、遠くを見据えるその目は希望に満ちている。
　抑えきれずに踏み出された一歩に震えはなく、満足げな表情に後押しされる。跳ねる足取りは軽やかに、ときにはくるりと廻ってみせて、動物たちから拍手が起こる。
　彼等はそれぞれが手を引いて彼女の後ろに並んで歩く。お互いを見合わせれば笑顔で返し、彼女が振り返れば手を振った。
　長い列は軽快なままで、彼女が廻れば彼等もそれにならって、くるりとしてはパートナーにお辞儀をしていた。
　さあ、次は柔らかさへ向かおうか？
　その女性は丁度いい切り株を見つけて腰を下ろし、身体を左右にゆらゆら。女性は何かを口ずさみ、空を見上げてはどこか恥ずかしげ。
　顔を隠すように俯いて両手を胸で抱え込むけど、覗き見えるその表情は何だか幸せそうだった。やはり奏でる鼻歌は穏やかなままで、彼女のもとに集まった動物たちはウトウト。
　喜びは誰しもだが、彼女は特別だった。微笑みかければ花は顔を上げて咲き誇り、見る見るうちに広がっていった。
　草も負けじと背筋を伸ばすが、秘めた彩りに敵わず、いつも花を引き立てている。
　虹色が彼女の頭上に広がって、ちらつく色彩が踊りだす。それはまだ形が定まらないが、決してくすむことはなく、華やいだ空が約束されていた――。
　……あ、言い争いが終わったみたい。
　実は今までずっと健斗さんと菜穂さんが口げんかをしていたんだ。
　それが今終わったみたい。菜穂さんは今から出かけるみたいだね。
　そんなときに僕と健斗さんが話しているところにかち合って、それからはいつもどおりの言い合いをしていたってわけ。こうなったら僕には何も出来ないから今まで触れなかったんだけどね。
　まあ、今日も平和だったということかな？
「くっそう……。あいつどんどん口の悪さに磨きが掛かってきやがって」と健斗さんは言った。
　僕は苦笑いをすることしか出来なかった。
「特に今日は酷い。妙にテンション上げてくるし……」
　ホント、健斗さんの言葉には苦笑いをすることしか出来ないよ。
　だって菜穂さんは、一週間ほど前に健斗さんのことが好きになっちゃったんだから。
　もちろん、切っ掛けは判らないけどね。でも好きになっているんだってことはよく判るよ。ここ最近は菜穂さんが健斗さんと会うと、あの舞い上がった世界が見えるんだもの。
　……なんて言うか、罵っている言葉と気持ちの裏腹がすごくて、知っている僕からすると何だかとてもため息をつきたくなる。
　これは見えないほうがいいんだろうね。
　……う～ん。というか、これは誰にも見せられないかな。
　いやはや、……とにかく楽しそうで何より。
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